
令
和
４
年
７
月
10
日
︵
日
︶

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
宇
部
﹁
国
際
会
議
場
﹂
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
山
口
大
学

関
連
病
院
長
協
議
会
・
総
会
お

よ
び
医
学
部
臨
床
系
教
授
と
の

意
見
交
換
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
。
第
17
回
本
会
総
会
の
出
席

者
は
、
57
関
連
病
院
中
43
病
院

長
、
関
連
病
院
事
業
管
理
者
・

理
事
長
５
名
、
霜
仁
会
会
長
お

よ
び
担
当
理
事
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
、
山
口
県
健
康
福
祉

部
・
石
丸
泰
隆
審
議
監
、
医
療

政
策
課
・
土
屋
佳
彦
課
長
、
大

道
要
芽
主
査
、
お
よ
び
霜
仁
会

理
事
・
事
務
局
長
が
同
席
し

た
。

︻
総
会
︼

武
藤
正
彦
会
長
挨
拶
：
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
２
年
間
開
催
が
で

き
な
か
っ
た
本
会
が
、
な
ん
と

か
対
面
開
催
と
な
っ
て
有
意
義

な
会
と
し
た
い
。
医
療
界
を
取

り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
地

域
医
療
提
供
体
制
の
創
出
に

は
、
大
学
･医
療
機
関
・
行
政

の
効
果
的
連
携
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
医
師
派

遣
体
制
、
時
限
が
迫
っ
て
い
る

医
師
の
働
き
方
改
革
︵
タ
ス
ク

シ
フ
ト
、
時
間
外
勤
務
問
題
、

日
当
直
業
務
運
営
︶
に
つ
い
て

は
、
意
識
改
革
、
研
究
活
動
へ

の
影
響
も
ふ
く
め
て
検
討
が
急

が
れ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ

い
て
協
議
し
て
頂
き
た
い
。

報
告
事
項
と
し
て
、
令
和
３

年
度
会
計
収
支
報
告
・
監
査
報

告
が
あ
り
、
幹
事
会
︵
令
和
４

年
４
月
27
日
W
eb開
催
︶
報
告

で
は
、
２
名
の
新
幹
事
：
竹
中

智
昭
病
院
長
︵
光
市
立
光
総
合

病
院
︶
、
西
崎
隆
文
病
院
長

︵
宇
部
興
産
中
央
病
院
︶
の
紹

介
と
、
空
席
で
あ
っ
た
副
会
長

に
沼
文
隆
病
院
長
︵
徳
山
中
央

病
院
︶
、
会
計
監
査
に
は
西
崎

隆
文
病
院
長
が
就
任
さ
れ
、
協

議
内
容
の
検
討
が
あ
っ
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
た
。
次
い
で
本
会

に
出
席
の
５
名
の
新
病
院
長
の

紹
介
・
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項
検
討
：
行
政
側
か

ら
山
口
県
健
康
福
祉
部
医
療
政

策
課
の
土
屋
課
長
よ
り
、
医
師

確
保
対
策
に
関
し
て
、
現
状
と

課
題
、
県
と
し
て
の
取
り
組

み
、
地
域
医
療
構
想
、
医
師
の

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の
解
説

が
あ
り
、
医
学
生
修
学
貸
与
の

現
状
、
次
年
度
か
ら
県
地
域
枠

が
減
員
と
な
る
こ
と
、
今
後

も
、
県
内
の
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
が
す
す
む
こ
と
で
、
深

刻
化
す
る
県
内
医
師
の
高
齢
化

な
ど
、
医
療
環
境
も
厳
し
い
状

況
に
あ
る
な
か
で
、
さ
ら
に
医

師
の
働
き
方
改
革
が
迫
っ
て
お

り
、
厳
し
さ
が
増
す
事
が
再
認

識
さ
れ
た
。
医
療
人
育
成
セ
ン

タ
ー
教
授
の
黒
川
典
枝
教
授
か

ら
は
、
山
口
県
内
研
修
医
お
よ

び
山
口
大
学
専
門
研
修
の
現
状

報
告
と
説
明
が
あ
り
、
県
内
病

院
の
研
修
医
採
用
数
の
推
移
に

変
化
は
な
い
が
、
本
年
度
の
大

学
の
入
局
者
数
に
お
い
て
、
外

科
系
で
や
や
増
加
し
た
反
面
、

内
科
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
、
そ

の
一
因
と
し
て
、
内
科
専
門
医

試
験
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と

に
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
次
い

で
、
協
議
事
項
と
し
て
医
師
の

働
き
方
改
革
を
中
心
に
検
討
さ

れ
、
宿
日
直
問
題
、
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
な
ど
、
ま
だ
解

決
で
き
て
い
な
い
問
題
が
多

く
、
許
認
可
や
解
釈
に
関
し

て
、
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
な

か
で
、
今
後
は
正
確
な
情
報
収

集
・
発
信
が
の
ぞ
ま
れ
る
こ

と
、
さ
ら
に
こ
の
制
度
改
革
の

影
響
と
し
て
、
特
に
若
手
医
師

確
保
が
さ
ら
に
難
し
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
医
師
確
保
問
題

が
、
病
院
再
編
や
調
整
会
議
、

地
域
医
療
構
想
等
へ
影
響
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
の

べ
ら
れ
た
。

︻
医
学
部
臨
床
系
教
授
と
の

意
見
交
換
会
︼

杉
野
法
広
医
学
部
附
属
病
院

長
、
篠
田
晃
医
学
部
長
、
当
日

参
加
の
８
名
の
臨
床
系
教
授
か

ら
御
挨
拶
が
あ
り
、
大
学
の
新

入
局
者
数
は
こ
こ
数
年
変
化
な

く
60
名
前
後
で
あ
り
、
医
師
不

足
は
深
刻
化
し
て
お
り
何
と
か

70
名
を
目
標
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。
大
学
と
し
て
も
、

働
き
方
改
革
等
に
対
応
す
べ
く

検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
大

学
病
院
は
Ｂ
水
準
と
な
る
が
、

年
１
８
６
０
時
間
超
え
の
医
師

が
数
名
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
学

令
和
４
年
度
山
口
大
学
医
学
部

関
連
病
院
長
協
議
会
・
総
会
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令
和
４
年
６
月
17
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
医
学
交
流
会
館
３
階

会
議
室
に
お
い
て
、
22
名
の
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．５
月
29
日
︵
日
︶

谷
澤
幸
生
新
学
長
就
任
記
念

式
典
・
祝
賀
会

２
．５
月
30
日
︵
月
︶

第
31
回
山
口
大
学
同
窓
会
理

事
会

３
．６
月
13
日
︵
月
︶

検
査
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

４
．国
際
奨
学
金
免
除
申
請
に

つ
い
て

高
次
脳
機
能
病
態
学
講
座
の

国
際
奨
学
生
LEI H
uijieの

奨
学
金
返
還
免
除
が
承
認
さ

れ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

︻
審
議
事
項
︼

１
．山
口
県
臨
床
整
形
外
科
医

会
が
主
催
す
る
市
民
講
座

﹁
骨
と
関
節
の
日
﹂
へ
の
助

成
が
承
認
さ
れ
た
。

２
．検
査
セ
ン
タ
ー
の
機
器
更

新
︵
密
閉
式
自
動
固
定
包
埋

装
置
︶
に
つ
い
て
、
承
認
さ

れ
た
。

３
．そ
の
他

●
  

関
連
病
院
長
協
議
会
総

会
、
四
国
支
部
会
、
岡
山
支

部
会
及
び
第
８
回
山
口
大
学

連
合
同
窓
会
の
出
席
予
定
者

を
確
認
し
た
。

令
和
４
年
７
月
15
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
医
学
交
流
会
館
３
階

会
議
室
に
お
い
て
、
25
名
の
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．７
月
10
日
︵
日
︶

山
口
大
学
医
学
部
関
連
病
院

長
協
議
会
総
会

２
．７
月
15
日
︵
金
︶

検
査
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

３
．そ
の
他

●
  

泌
尿
器
科
学
講
座
教
授
候

補
者
に
白
石
晃
司
先
生
︵
泌

尿
器
科
学
講
座
准
教
授
︶
が

選
出
さ
れ
た
。

︻
審
議
事
項
︼

１
．検
査
セ
ン
タ
ー
の
勤
務
体

制
及
び
検
査
業
務
の
見
直
し

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。

２
．そ
の
他

●
  

福
岡
支
部
総
会
の
出
席
予

定
者
を
確
認
し
た
。

理

事

会

報

告

第
３

回

理

事

会

第
４

回

理

事

会

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
器
官
病
態
内
科
学
の
中
村

吉
秀
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
は

霜
仁
会
学
術
振
興
賞
本
賞
を
賜

り
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ご

選
考
い
た
だ
き
ま
し
た
委
員
の

先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
平
成
24
年
に
島

根
大
学
を
卒
業
後
出
身
地
の
山

口
県
に
戻
り
現
在
の
第
二
内
科

で
大
学
院
博
士
課
程
を
過
ご
し

ま
し
た
。
受
賞
論
文
は
こ
の
時

に
行
っ
た
研
究
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
カ
テ

コ
ラ
ミ
ン
誘
発
多
形
性
心
室
頻

拍
、
CPV
T
の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス

を
使
用
し
、
筋
小
胞
体
膜
上
に

あ
る
リ
ア
ノ
ジ
ン
受
容
体
内
の

点
突
然
変
異
が
チ
ャ
ネ
ル
を
感

作
し
Ｎ
末
端
お
よ
び
中
央
ド
メ

イ
ン
間
の
連
関
障
害
と
そ
れ
に

続
く
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
の
解
離

が
チ
ャ
ネ
ル
を
不
安
定
化
し
カ

ル
シ
ウ
ム
漏
出
を
起
こ
す
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
本
研
究
で
は
リ
ア
ノ
ジ
ン

受
容
体
の
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
親

和
性
を
高
め
る
こ
と
で
CPV
T

を
遺
伝
的
に
抑
制
で
き
る
か
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

CPV
T
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
で
は
カ

テ
コ
ラ
ミ
ン
投
与
で
容
易
に
心

室
頻
拍
が
誘
発
さ
れ
ま
し
た

が
、
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
高
親
和

性
マ
ウ
ス
と
交
配
さ
せ
る
こ
と

で
心
室
頻
拍
の
誘
発
は
完
全
に

抑
制
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
単
離

心
筋
細
胞
に
お
い
て
も
CPV
T

モ
デ
ル
マ
ウ
ス
で
み
ら
れ
る
カ

ル
シ
ウ
ム
漏
出
や
リ
ア
ノ
ジ
ン

受
容
体
か
ら
の
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ

ン
の
解
離
は
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン

高
親
和
性
マ
ウ
ス
と
の
交
配
で

抑
制
さ
れ
て
お
り
、
リ
ア
ノ
ジ

ン
受
容
体
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム

漏
出
の
抑
制
に
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ

ン
が
必
須
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。
本
研
究
が
不
整

脈
や
心
不
全
の
新
た
な
治
療
法

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

本
研
究
は
基
礎
研
究
と
な
り

ま
す
。
結
果
が
直
接
臨
床
現
場

や
治
療
に
応
用
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
が
、
新
規
の
治
療

法
の
開
発
に
は
疾
患
の
機
序
の

解
明
が
必
須
で
あ
り
基
礎
研
究

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
役
割
が
あ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
も
研
究
継
続
の
機
会
を
い
た

だ
け
て
お
り
今
回
の
受
賞
は
そ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
研
究
の
遂
行
お
よ
び
論

文
作
成
に
際
し
、
ご
指
導
を
賜

り
ま
し
た
矢
野
雅
文
先
生
、
ま

た
指
導
教
官
と
し
て
終
始
ご
指

導
い
た
だ
い
た
山
本
健
先
生
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
霜
仁
会

の
先
生
方
に
は
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
 
回
霜
仁
会
学
術
振
興
賞

﹁
リ
ア
ノ
ジ
ン
受
容
体
へ
の
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
の

結
合
は
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
誘
発
多
形
性
心
室
頻
拍

の
抑
制
に
必
須
で
あ
る
﹂

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 
器
官
病
態
内
科
学

中�
�

村�
�

吉�
�

秀�
�

︵
島
根
大
学
医
学
部
 
平
24
年
卒
︶

本
賞
51

生
の
医
学
実
習
等
が
十
分
に
お

こ
な
え
て
な
い
が
、
医
学
教
育

と
し
て
対
面
教
育
が
基
本
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
Ｄ

Ｘ
の
促
進
も
す
す
め
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
コ

ン
テ
ン
ツ
も
増
え
、
外
科
志
望

の
医
学
生
の
増
加
に
貢
献
し
て

い
る
よ
う
だ
。
外
科
教
育
の
強

化
の
た
め
、
解
剖
学
実
習
で
の

縫
合
手
技
教
育
に
続
い
て
、
外

科
診
療
科
と
の
協
力
の
も
と
早

期
外
科
研
修
ユ
ニ
ッ
ト
が
設
定

さ
れ
、
ま
た
、
CCT
S︵
ご
遺

体
活
用
臨
床
外
科
研
修
︶
も
活

発
に
活
用
さ
れ
て
お
り
好
評
で

あ
る
。
診
療
科
に
よ
っ
て
は
、

入
局
者
が
数
年
い
な
い
科
も
あ

り
、
何
と
か
高
い
志
を
も
っ
た

研
修
志
望
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を

続
け
た
い
。
推
薦
枠
、
地
域
枠

が
今
後
減
少
し
た
場
合
へ
の
対

応
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
医

療
現
場
で
は
、
実
働
部
隊
︵
30

代
か
ら
40
代
の
医
師
︶
が
不
足

し
て
お
り
深
刻
な
事
態
に
な
っ

て
い
る
。
な
ど
の
話
題
提
供
が

あ
っ
た
。

そ
の
後
意
見
交
換
が
お
こ
な

わ
れ
、
働
き
方
改
革
及
び
県
内

へ
の
医
師
確
保
に
つ
い
て
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
、
会
を
終
了
し

た
。
懇
親
会
は
開
催
さ
れ
な
か

っ
た
。
来
年
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
新
時
代
に
、
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
閉
会

と
な
っ
た
。

︵
城
戸
研
二
︶
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こ
の
度
は
栄
養
あ
る
藤
生
賞

を
賜
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
私
は
平
成
16
年
に
山
口
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
杉
野
法

広
教
授
が
主
宰
さ
れ
て
お
ら
れ

る
産
科
婦
人
科
学
講
座
に
入
局

致
し
ま
し
た
。
私
が
研
究
を
行

っ
て
お
り
ま
す
脱
落
膜
化
と
い

う
現
象
は
、
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン

の
影
響
に
よ
り
子
宮
内
膜
間
質

細
胞
が
劇
的
に
変
化
す
る
現
象

で
あ
り
、
妊
娠
・
着
床
の
成
立

に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

脱
落
膜
化
に
お
け
る
遺
伝
子
発

現
調
節
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
転

写
因
子
に
よ
る
制
御
の
み
に
着

目
さ
れ
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
﹁
転
写

因
子
に
よ
る
調
節
﹂
だ
け
で
な

く
﹁
epigeneticsに
よ
る
調

節
﹂
の
視
点
か
ら
の
解
明
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、

ゲ
ノ
ム
ワ
イ
ド
な
視
点
か
ら
脱

落
膜
化
に
お
け
る
epigenetics

調
節
機
構
の
解
明
に
着
手
し
、

ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
解
析

と
ゲ
ノ
ム
ワ
イ
ド
ヒ
ス
ト
ン
修

飾
解
析
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
統

合
す
る
こ
と
で
、
脱
落
膜
化
に

お
け
る
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
情
報
を
世

界
に
先
駆
け
て
報
告
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
か
ら
２
年
間
、
米

国
SA
LK
研
究
所
に
留
学
さ
せ

て
頂
き
、
J.C.Belm
onte教
授

が
主
宰
す
る
研
究
室
に
所
属
し

ま
し
た
。
J.C.Belm
onte教
授

は
iPS細
胞
を
用
い
た
再
生
医

療
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
研
究

室
に
は
常
に
20
ー
30
名
も
の
世

界
か
ら
集
ま
っ
た
研
究
者
が
所

属
し
て
い
る
ビ
ッ
グ
ラ
ボ
で
し

た
。
N
atureや
Scienceな
ど

の
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
年
に

数
本
も
リ
リ
ー
ス
す
る
研
究
室

で
あ
り
、
と
て
も
良
い
刺
激
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

留
学
中
は
子
宮
内
膜
の
研
究
か

ら
は
離
れ
、
iPS細
胞
を
用
い

た
腎
臓
再
生
や
三
次
元
臓
器
の

作
製
、
ゲ
ノ
ム
編
集
と
い
っ
た

研
究
に
携
わ
り
ま
し
た
。
帰
国

後
は
再
び
脱
落
膜
化
に
関
す
る

研
究
を
再
開
し
、
留
学
中
に
学

ん
だ
ゲ
ノ
ム
編
集
を
活
用
す
る

こ
と
で
脱
落
膜
化
に
お
け
る
新

規
enhancer領
域
の
同
定
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
腎
臓
の
発

生
に
必
須
な
W
ilm
s tum
or 1

遺
伝
子
が
脱
落
膜
化
で
は
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
留
学

中
の
腎
臓
研
究
や
ゲ
ノ
ム
編
集

の
手
技
取
得
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た

研
究
成
果
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
基
礎
講
座

の
先
生
方
に
も
ご
支
援
・
ご
教

授
を
頂
く
こ
と
で
研
究
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

本
賞
受
賞
を
胸
に
、
今
後
と
も

精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
研

究
活
動
を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た

杉
野
法
広
教
授
を
は
じ
め
産
科

婦
人
科
学
講
座
の
先
生
方
に
心

よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
霜
仁
会
の
先
生
方
に
は

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

﹁
ヒ
ト
子
宮
内
膜
間
質
細
胞
の
脱
落
膜
化
に
お
け

る
遺
伝
子
発
現
調
節
機
構
の
解
明
﹂

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 
産
婦
人
科
学
講
座

田�

村�
�

功�
�
�

︵
平
16
年
卒
︶

藤
生
賞

こ
の
度
は
奨
励
賞
を
賜
り
、

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
私
は

平
成
23
年
に
山
口
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
、
初
期
研
修
後
、
平

成
25
年
に
故
郷
の
岡
山
に
戻

り
、
当
時
槇
野
博
史
教
授
の
主

宰
さ
れ
て
い
た
岡
山
大
学
腎
・

免
疫
・
内
分
泌
代
謝
内
科
学
教

室
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
同

大
学
病
院
お
よ
び
京
都
大
学
医

学
部
附
属
病
院
に
て
リ
ウ
マ
チ

膠
原
病
学
の
臨
床
を
学
ば
せ
て

頂
い
た
の
ち
、
岡
山
大
学
大
学

院
に
進
学
し
、
全
身
性
ル
ー
プ

ス
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
 ︵
SLE︶

の
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
制
御
に
関
し
て

研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
研

究
は
大
学
院
在
籍
時
よ
り
取
り

組
ん
で
お
り
ま
し
た
SLEに
お

け
る
m
icro RN
A
 ︵
m
iRN
A
︶

223の
病
態
へ
の
関
与
を
明
ら

か
に
し
、
SLE治
療
と
し
て
の

M
ir223 投
与
の
可
能
性
を
示

し
た
報
告
で
す
。

SLEの
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

依
然
不
明
で
あ
り
、
後
天
的
遺

伝
子
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
つ

と
し
て
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
機
構
に
よ

る
遺
伝
子
発
現
制
御
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
m
i

RN
A
は
自
然
免
疫
と
獲
得
免

疫
の
維
持
に
関
連
し
て
お
り
、

SLE患
者
で
も
そ
の
生
合
成
や

機
能
の
障
害
と
病
態
へ
の
関
与

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
SLEの
後
天
的
遺

伝
子
発
現
修
飾
機
構
で
制
御
さ

れ
る
新
規
疾
患
関
連
遺
伝
子
を

探
索
す
る
た
め
、
SLEモ
デ
ル

M
RL/lpr︵
Faslpr/lpr︶
マ
ウ

ス
の
脾
臓
CD
4+
T
細
胞
に
お

け
る
m
iRN
A
お
よ
び
m
RN
A

発
現
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
作
製

し
、
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

を
用
い
て
統
合
解
析
を
施
行
し

た
と
こ
ろ
、
ス
フ
ィ
ン
ゴ
シ
ン

１
リ
ン
酸
受
容
体
１
 ︵
S1pr1︶

の
発
現
低
下
と
と
も
に
、
そ
の

遺
伝
子
を
標
的
と
す
る
 M
ir223

の
発
現
亢
進
を
見
い
だ
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
M
ir223を
介

し
た
S1pr1発
現
制
御
に
よ
る

病
態
関
与
を
解
明
す
る
た
め
、

M
ir223欠
損
SL
E
マ
ウ
ス

︵
M
ir223-/-Faslpr/lpr︶
を
作
成

し
、
表
現
型
解
析
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
M
ir223-/-Faslpr/lprで

は
、
M
ir223+/+
Faslpr/lprに
比

較
し
、
脾
臓
S1PR1+
CD
4+
T

細
胞
が
有
意
に
増
加
し
、
そ
の

糸
球
体
へ
の
浸
潤
も
有
意
に
認

め
ら
れ
、
尿
蛋
白
お
よ
び
糸
球

体
ス
コ
ア
の
増
悪
傾
向
も
認
め

ま
し
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
、

M
ir223 欠
損
は
標
的
遺
伝
子

で
あ
る
S1PR1の
発
現
を
上
昇

さ
せ
、
リ
ン
パ
球
の
炎
症
臓
器

へ
の
浸
潤
を
促
進
す
る
こ
と
で

ル
ー
プ
ス
腎
炎
を
悪
化
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

指
導
を
賜
り
ま
し
た
岡
山
大
学

の
和
田
淳
教
授
は
じ
め
多
く
の

先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

﹁
M
ir223欠
損
は
S1pr1を
標
的
と
し
て
ル
ー
プ

ス
腎
炎
の
増
悪
を
き
た
す
﹂

川
崎
医
科
大
学
 
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
学

浅�
�

野�

澄�
�

恵�

︵
旧
姓
 
平
松
︶

︵
平
23
年
卒
︶

奨
励
賞

Fas
lpr/lpr

M
ir223

+/+Fas
lpr/lpr

M
ir223

M
ir223

-/-Fas
lpr/lpr

S1pr1

M
ir223

M
ir223

M
ir223
M
ir223

-/-Fas
lpr/lpr

M
ir223

S1pr1

S1PR1
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こ
の
度
は
名
誉
あ
る
霜
仁
会

社
会
活
動
部
門
賞
を
賜
り
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
で
初
め
て
腹
腔
鏡
下
胆

嚢
切
除
が
実
施
さ
れ
た
の
は
１

９
８
７
年
で
し
た
。
私
は
、
そ

の
10
年
前
か
ら
腹
腔
鏡
手
術
を

産
婦
人
科
領
域
で
積
極
的
に
行

い
、
GIFT
︵
配
偶
子
︻
卵
子

と
精
子
︼
卵
管
内
移
植
︶
↓
腹

腔
鏡
下
子
宮
外
妊
娠
手
術
↓
腹

腔
鏡
下
卵
巣
嚢
腫
手
術
↓
腹
腔

鏡
下
子
宮
内
膜
症
手
術
↓
腹
腔

鏡
下
子
宮
筋
腫
核
出
手
術
と
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
︵
い
ず
れ

の
手
術
も
県
内
初
︶
。
１
９
９

３
年
に
は
子
宮
筋
腫
の
腹
腔
鏡

補
助
下
膣
式
子
宮
全
摘
術
が
始

ま
り
、
お
な
か
を
大
き
く
切
ら

な
い
で
手
術
が
で
き
る
と
好
評

で
年
間
１
０
０
～
１
５
０
例
の

腹
腔
鏡
下
手
術
を
し
ま
し
た
。

ま
た
子
宮
筋
腫
の
膣
式
子
宮
全

摘
出
術
も
積
極
的
に
行
い
、
一

般
的
な
膣
式
子
宮
全
的
術
に
加

え
、 分
割
子
宮
全
摘
術
を
行
い
、

１
㎏
の
子
宮
筋
腫
も
経
腟
的
に

摘
出
し
て
い
た
の
で
１
９
８
２

年
に
は
年
間
５
例
だ
っ
た
膣
式

子
宮
全
摘
出
術
も
１
９
９
３
年

に
は
年
間
１
０
０
例
に
増
加
し

ま
し
た
。
膣
式
子
宮
全
摘
出
術

は
子
宮
を
体
外
に
取
り
出
す
の

に
一
番
合
理
的
な
方
法
で
、
余

分
な
切
開
、
切
断
を
一
切
し
な

い
理
想
的
な
手
術
法
で
す
。
ま

た
、
徳
山
中
央
病
院
赴
任
直
後

よ
り
、
体
外
受
精
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
だ
そ
の
頃
は
受
精

卵
の
培
養
液
が
市
販
化
さ
れ
て

な
く
、
院
内
で
超
純
水
か
ら
作

成
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
世

界
初
の
体
外
受
精
児
誕
生
の
７

年
後
に
山
口
県
内
で
初
め
て
体

外
受
精
胚
移
植
、
GIFT
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
９
７
６
年
鹿
児
島
の
５
つ

児
分
娩
に
よ
り
多
胎
分
娩
管
理
、

未
熟
児
医
療
が
注
目
を
浴
び
、

急
速
に
進
歩
し
ま
し
た
。
そ
の

２
年
後
に
徳
山
中
央
病
院
で
４

つ
児
分
娩
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら

は
分
娩
数
が
急
激
に
増
え
、
２

０
１
２
年
の
産
婦
人
科
引
退
ま

で
に
６
０
０
０
例
の
分
娩
に
立

ち
会
い
ま
し
た
。
そ
の
間
頸
管

縫
縮
術
な
ど
未
熟
児
出
産
の
防

止
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
８
年
よ
り
緩

和
医
療
を
０
か
ら
立
ち
上
げ
て

花
と
野
菜
の
美
し
く
て
広
い
テ

ラ
ス
を
持
つ
緩
和
ケ
ア
病
棟
を

作
り
、
外
来
や
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
で
院
内
の
緩
和
医
療
を
充
実

さ
せ
、
山
口
県
東
部
の
各
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し

て
訪
問
診
療
を
行
っ
て
在
宅
看

取
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
緩
和
医

療
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
15
年
で

２
５
０
０
人
も
の
人
を
看
取
り

ま
し
た
。

徳
山
中
央
病
院
に
赴
任
し
、

生
命
の
誕
生
と
旅
立
ち
に
携
わ

り
、
45
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
同

じ
病
院
で
45
年
も
居
る
と
患
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

非
常
に
滑
ら
か
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
に
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
賞
を
頂
く
に
あ
た
り
、

私
と
一
緒
に
同
じ
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
し
て
く
れ
た
仲
間
、

そ
し
て
私
を
理
解
し
て
頂
い
た

方
々
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

﹁
産
婦
人
科
の
発
展
と
緩
和
医
療
の
確
立
﹂

JCH
O
徳
山
中
央
病
院

伊�

東�
�

武�
�

久�
�

︵
昭
45
年
卒
︶

第
 
回
霜
仁
会
社
会
活
動
部
門
賞

41

こ
の
度
は
、
社
会
活
動
部
門

賞
を
賜
り
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
小
児
科
診
療
に
お
け
る
重

要
な
対
象
疾
患
領
域
の
一
つ
に

先
天
異
常
症
候
群
が
あ
り
ま

す
。
先
天
異
常
症
候
群
は
複
数

の
臓
器
や
器
官
の
合
併
症
な
ら

び
に
成
長
や
発
達
の
障
害
を
併

せ
持
ち
、 根
本
治
療
は
難
し
く
、

そ
の
殆
ど
が
︵
超
︶
希
少
疾
患

で
す
。
そ
の
た
め
、
診
断
を
受

け
た
家
族
は
情
報
が
少
な
く
か

つ
同
じ
疾
患
を
も
つ
人
と
知
り

合
う
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
が

あ
り
、
そ
の
不
安
と
孤
独
は
深

刻
で
す
。
私
は
１
９
８
５
年
に

山
口
大
学
小
児
科
に
入
局
し
小

児
科
医
と
し
て
の
基
礎
の
指
導

を
受
け
た
後
、
１
９
９
１
年
に

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
ダ

ウ
ン
症
候
群
を
は
じ
め
と
し
て

様
々
な
先
天
異
常
症
候
群
の
診

療
に
携
わ
る
中
で
、
患
児
・
家

族
の
包
括
的
支
援
の
一
つ
と
位

置
付
け
て
、
各
々
の
疾
患
ご
と

の
集
団
外
来
︵
情
報
提
供
と
家

族
交
流
の
グ
ル
ー
プ
外
来
︶
の

開
催
に
今
ま
で
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

⑴
ダ
ウ
ン
症
候
群
総
合
支
援

外
来
︵
略
称
Ｄ
Ｋ
外
来
︶
。
ダ

ウ
ン
症
候
群
の
診
断
後
に
ま
だ

乳
幼
児
で
あ
る
児
と
家
族
を
対

象
と
し
、 多
職
種
が
協
力
し
て
、

毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
１
年
間

︵
現
在
は
半
年
間
︶
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
う
集
団
外
来
で
す
。

ご
両
親
の
不
安
が
特
に
大
き
い

診
断
後
早
期
の
時
期
に
す
み
や

か
な
情
報
提
供
と
家
族
交
流
の

機
会
の
提
供
を
目
指
す
も
の
で

す
。
さ
ら
に
こ
の
外
来
を
接
点

と
し
て
埼
玉
県
内
の
各
地
域
の

ダ
ウ
ン
症
家
族
会
と
連
携
し
、

毎
年
１
度
の
連
絡
会
議
も
16
年

続
け
て
い
ま
す
。
⑵
先
天
異
常

症
候
群
の
集
団
外
来
。
集
団
外

来
を
よ
り
︵
超
︶
希
少
で
あ
る

ダ
ウ
ン
症
候
群
以
外
の
先
天
異

常
症
候
群
へ
展
開
し
て
い
ま
す
。

毎
年
の
定
例
開
催
４
疾
患
、
複

数
回
開
催
20
疾
患
、
１
回
の
み

開
催
24
疾
患
、
と
疾
患
に
よ
っ

て
開
催
頻
度
に
差
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
22
年
間
で
48

疾
患
、
延
べ
２
１
４
回
の
外
来

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

先
天
異
常
症
候
群
の
包
括
的

ケ
ア
に
は
医
療
以
外
の
多
く
の

部
門
や
社
会
と
の
幅
広
い
連
携

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
小
児
医
療

を
核
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
関
連

部
門
が
つ
な
が
る
場
と
し
て
の

〝
希
少
疾
患
情
報
・
支
援
セ
ン

タ
ー
〟
と
い
っ
た
機
能
を
目
指

し
て
、
今
ま
で
の
経
験
を
踏
ま

え
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
山
口
大
学
医
学
部
小
児

科
教
授
の
長
谷
川
先
生
、
山
口

大
学
小
児
科
同
門
会
の
内
田
会

長
な
ら
び
に
同
門
会
会
員
の
諸

先
生
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。
霜
仁
会
の
諸
先
生
に
は
今

後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

﹁
先
天
性
・
遺
伝
性
疾
患
︵
先
天
異
常
症
候
群
︶

に
お
け
る
包
括
的
支
援
活
動
﹂

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
 
遺
伝
科

大�
�

橋�
�

博�
�

文�
�

︵
昭
60
年
卒
︶

社
会
活
動
部
門
賞



令
和
４
年
８
月
１
日
付
け

で
、
山
口
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
泌
尿
器
科
学
講
座
教
授

を
拝
命
致
し
ま
し
た
白
石
晃
司

と
申
し
ま
す
。
新
任
に
あ
た
り

霜
仁
会
の
諸
先
生
方
に
謹
ん
で

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
山
口
県
立
萩
高
等
学
校

を
平
成
元
年
に
卒
業
し
、
山
口

大
学
医
学
部
に
入
学
し
ま
し

た
。
中
学
高
校
と
続
け
て
き
た

卓
球
を
継
続
し
、
医
学
部
の
大

会
で
の
優
勝
お
よ
び
５
年
次
に

は
実
業
団
選
手
と
共
に
中
国
選

手
権
代
表
を
経
験
い
た
し
ま
し

た
。
未
解
明
な
点
が
山
積
み
の

精
子
形
成
に
興
味
を
抱
き
、
平

成
７
年
に
卒
業
後
、
故
内
藤
克

輔
教
授
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
山

口
大
学
泌
尿
器
科
学
教
室
に
入

局
い
た
し
ま
し
た
。

泌
尿
器
癌
に
対
す
る
化
学
療

法
や
手
術
、
お
よ
び
透
析
や
腎

移
植
な
ど
の
慢
性
腎
不
全
の
管

理
に
つ
い
て
、
多
く
の
諸
先
輩

方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
13
年
に
精
子
形
成
に

お
け
る
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
に
関
す

る
研
究
で
学
位
を
取
得
し
た

後
、
非
閉
塞
性
無
精
子
症
に
対

す
る
顕
微
鏡
下
精
巣
内
精
子
採

取
術
を
、
西
日
本
で
初
め
て
施

行
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
16
年

か
ら
３
年
間
、
ア
イ
オ
ワ
大
学

薬
理
学
で
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
、

生
殖
内
分
泌
に
関
す
る
基
礎
研

究
に
従
事
し
ま
し
た
。
帰
国

後
、
ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
製
剤
を

用
い
た
内
分
泌
療
法
を
開
発

し
、
精
子
採
取
不
可
能
症
例
に

対
し
、
２
回
目
の
手
術
で
、
世

界
で
初
め
て
精
子
回
収
に
成
功

し
た
こ
と
で
、
無
精
子
症
治
療

に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
生
じ

ま
し
た
。
多
く
の
患
者
さ
ま
が

国
内
外
か
ら
受
診
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
多
く
の
臨
床
研
究
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
四
半
世
紀
で
、
泌
尿
器

科
手
術
は
開
腹
か
ら
腹
腔
鏡
、

そ
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
へ
と
劇

的
な
変
革
を
辿
っ
て
き
ま
し

た
。
松
山
豪
泰
教
授
の
ご
指
導

の
下
、
私
は
県
内
で
い
ち
早
く

腹
腔
鏡
技
術
認
定
医
を
取
得

し
、
鏡
視
下
で
の
適
切
な
剥
離

層
の
認
識
に
よ
る
繊
細
で
出
血

の
少
な
い
手
術
の
虜
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
癌
治
療
に
お
い

て
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
中
心
に
、

患
者
さ
ま
の
Q
O
L向
上
を
目

指
し
、
本
邦
の
内
視
鏡
手
術
を

牽
引
し
て
い
け
る
よ
う
邁
進
し

て
参
り
ま
す
。
都
市
部
の
大
学

と
異
な
り
、
私
た
ち
に
は
腎
臓

病
全
般
、
小
児
泌
尿
器
科
、
女

性
泌
尿
器
科
な
ど
非
常
に
専
門

性
の
高
い
領
域
ま
で
広
く
カ
バ

ー
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
教

室
員
が
一
丸
と
な
り
、
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
か
つ
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

診
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
研
究

お
よ
び
臨
床
面
で
の
魅
力
あ
る

診
療
科
を
創
出
し
、
私
が
重
視

し
て
い
る
国
際
的
な
活
動
な
ど

に
よ
り
、
学
生
の
将
来
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
賦
活
し
、
山

口
県
内
の
若
手
医
師
の
定
着
に

つ
な
が
る
よ
う
、
卒
前
お
よ
び

卒
後
教
育
に
尽
力
し
て
参
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
霜
仁

会
の
先
生
方
に
は
、
引
き
続
き

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
１
日
付
で
産

業
医
科
大
学
 
産
業
生
態
科
学

研
究
所
 
職
業
性
腫
瘍
学
講
座

教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
藤

澤
浩
一
と
申
し
ま
す
。
就
任
に

あ
た
り
霜
仁
会
の
先
生
方
に
謹

ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
下
関
出
身
で
山
口
県
立

下
関
西
高
等
学
校
を
卒
業
し
、

平
成
10
年
に
山
口
大
学
医
学
部

に
入
学
し
ま
し
た
。
分
子
生
物

学
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
入
学
後
す
ぐ
に
ア
デ
ニ
ル

酸
キ
ナ
ー
ゼ
の
研
究
を
行
っ
て

お
ら
れ
た
中
澤
淳
教
授
主
催
の

生
化
学
第
二
講
座
で
当
時
助
教

授
で
し
た
野
間
隆
文
先
生
に
直

接
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
代
謝
の
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
卒
業
後
は
平
成
16
年
に

山
口
大
学
を
卒
業
後
当
時
始
ま

っ
た
ば
か
り
の
卒
後
研
修
を
２

年
間
山
口
大
学
医
学
部
附
属
病

院
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

野
間
隆
文
教
授
主
宰
の
徳
島
大

学
歯
学
部
分
子
医
化
学
教
室
の

助
手
と
し
て
再
び
ア
デ
ニ
ル
酸

キ
ナ
ー
ゼ
の
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
18
年
に
坂
井
田
功
教

授
主
宰
の
山
口
大
学
消
化
器
内

科
学
に
入
局
し
、
寺
井
崇
二
先

生
︵
現
 
新
潟
大
学
教
授
︶
に

ご
指
導
い
た
だ
き
、
小
型
魚
類

を
用
い
た
肝
臓
が
ん
の
研
究
を

行
い
学
位
取
得
し
ま
し
た
。
平

成
22
年
か
ら
は
修
復
医
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
、
肝
臓
再
生
基

盤
学
で
高
見
太
郎
先
生
︵
現

山
口
大
学
教
授
︶
の
ご
指
導
の

下
で
臨
床
研
究
や
基
礎
研
究
に

携
わ
り
、
間
葉
系
幹
細
胞
の
品

質
評
価
や
メ
ダ
カ
脂
肪
肝
モ
デ

ル
を
用
い
た
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
消
化
器
内
科
学
講
座

で
の
16
年
間
は
多
く
の
先
生
方

の
ご
指
導
を
賜
わ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
多
く
の
研
究
費
を
自

由
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
非
常

に
充
実
し
た
研
究
生
活
で
し

た
。こ

の
度
研
究
の
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
産
業
医
科
大
学

職
業
性
腫
瘍
学
講
座
は
労
働
環

境
中
の
発
が
ん
物
質
の
検
出
、

同
定
、
新
規
化
学
物
質
の
導
入

や
開
発
に
あ
た
っ
て
の
発
が
ん

リ
ス
ク
評
価
法
検
討
を
目
的
に

１
９
９
３
年
に
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
初
代
教
授
の
葛
西
宏
先
生

は
酸
化
ス
ト
レ
ス
マ
ー
カ
ー
、

特
に
8O
H
dGに
着
目
さ
れ
ご

研
究
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
２
代
目
教
授
と
し

て
河
井
一
明
先
生
が
酸
化
ス
ト

レ
ス
研
究
を
さ
ら
に
大
き
く
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
３
代

目
教
授
を
拝
命
し
、
そ
の
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
今
後
が
ん
の
細
胞
内
代
謝

に
着
目
し
た
研
究
を
ベ
ー
ス

に
、
さ
ら
に
酸
化
ス
ト
レ
ス
の

研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
産
業
医
育
成
と
研
究
の
発

展
を
目
指
し
て
教
室
運
営
を
行

っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
霜
仁
会
の
皆
様
に
は
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
何
卒
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院

医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
研
修

医
・
専
門
医
支
援
部
門
で
は
、

令
和
４
年
６
月
16
日
︵
木
︶
、

17
日
︵
金
︶
に
山
口
大
学
医
学

部
附
属
病
院
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア

ム
に
お
い
て
進
路
説
明
会
﹁
キ

ャ
リ
ア
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
 in

山
大
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
山
口
大
学
で
臨

床
研
修
や
専
門
研
修
を
行
う
魅

力
を
医
学
生
や
研
修
医
の
皆
さ

ん
に
伝
え
、
将
来
の
山
口
県
の

地
域
医
療
を
支
え
る
若
手
医
師

を
ひ
と
り
で
も
多
く
定
着
に
つ

な
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
参
加
者

に
と
っ
て
進
路
選
択
の
契
機
や

生
涯
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
足
が

か
り
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
と
令
和
３
年

度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
11
年
目
と
な

る
本
年
度
は
、
感
染
対
策
を
十

分
に
行
っ
た
上
で
、
久
し
ぶ
り

に
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
２
日
間

で
延
べ
64
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

各
診
療
科
の
ブ
ー
ス
で
は
、

各
科
の
研
究
の
特
徴
や
研
修
教

育
体
制
、
専
門
医
資
格
の
取
得

を
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

体
制
等
に
つ
い
て
、
指
導
医
の

先
生
が
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

説
明
さ
れ
、
様
々
な
情
報
交
換

が
あ
り
、
会
場
は
至
る
所
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
ブ
ー

ス
で
は
当
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
所
属

の
研
修
医
と
学
生
が
自
由
に
話

せ
る
場
が
用
意
さ
れ
、
研
修
に

関
す
る
様
々
な
疑
問
や
研
修
医

生
活
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
話

し
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

﹁
丁
寧
な
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
診
療
科
へ
の
関
心
が

大
変
深
ま
り
ま
し
た
。 ﹂  ﹁様
々

な
科
の
特
徴
を
知
る
良
い
機
会

で
し
た
。
﹂
﹁
診
療
科
の
雰
囲

気
を
体
感
で
き
て
、
非
常
に
楽

し
く
、
有
意
義
で
し
た
。
﹂
な

ど
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
多
用
の
折
、
ご
出
展
い
た

だ
き
ま
し
た
各
診
療
科
の
先
生

方
や
ご
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
医
学
部
医
学
科
同
窓
会
霜
仁

会
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
一
層
充
実
し
た
説
明

会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

︵
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
一
同
︶

キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

in 山
大
の
開
催

学
内
報
告
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当
講
座
︵
旧
生
理
学
第
二
︶

は
昭
和
31
年
に
開
講
さ
れ
、
当

初
は
生
理
学
第
一
の
井
上
章
教

授
が
兼
任
し
ま
し
た
が
、
川
端

五
郎
助
教
授
が
昭
和
33
年
に
教

授
に
就
任
さ
れ
、
心
筋
平
滑
筋

の
電
気
生
理
学
的
性
質
に
つ
い

て
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和

47
年
に
は
村
上
悳
教
授
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。
視
床
下
部
に
お

け
る
温
度
受
容
細
胞
の
局
在
と

性
質
を
明
ら
か
に
し
、
退
官
後

は
山
口
大
学
学
長
と
し
て
も
大

学
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
は
、
第
４
代
教
授

と
し
て
中
村
彰
治
教
授
が
就
任

さ
れ
、
妊
娠
中
の
ス
ト
レ
ス
が

胎
児
脳
の
発
達
と
生
後
の
学
習

行
動
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
明

ら
か
に
致
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
９
月
よ
り
、
横
浜

市
立
大
学
医
学
部
生
理
学
教
室

の
准
教
授
で
あ
っ
た
美
津
島
大

が
第
５
代
の
教
授
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
。
既
に
在
籍
し
て
い

た
木
田
裕
之
助
教
︵
現
講
師
︶

や
石
川
淳
子
助
教
と
研
究
を
開

始
し
、
翌
年
１
月
か
ら
﨑
本
裕

也
助
教
︵
現
講
師
︶
も
研
究
に

加
わ
り
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
シ
ナ
プ
ス
可
塑

性
と
学
習
と
の
関
係
に
つ
い
て

研
究
し
て
お
り
ま
す
。
海
馬
な

ど
特
定
の
神
経
線
維
は
高
頻
度

で
電
気
刺
激
さ
れ
る
と
、
興
奮

性
シ
ナ
プ
ス
が
強
化
・
維
持
さ

れ
ま
す
︵
Bliss &
 Lom
o,

1973︶
。
長
年
、
long-term

potentiation ︵
LT
P︶
現
象

は
学
習
の
モ
デ
ル
と
見
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
実
際
の
学
習

変
化
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が

多
く
、
当
講
座
の
研
究
で
、

様
々
な
重
要
知
見
を
得
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

運
動
学
習
に
つ
い
て
は
、
動

物
に
ロ
ー
タ
ー
上
を
走
ら
せ
る

タ
ス
ク
を
使
っ
て
研
究
を
進
め

ま
し
た
。
従
来
、
一
次
運
動
野

の
LT
P発
生
に
は
GA
BA
A
受

容
体
阻
害
薬
が
必
要
で
あ
る
事

が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
根
拠
は
不
明
で
し
た
。
精
査

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
運
動
学
習

に
よ
る
自
発
性
の
GA
BA
脱
抑

制
を
発
見
し
、
続
い
て
細
胞
特

異
的
な
興
奮
性
シ
ナ
プ
ス
の
強

化
が
見
ら
れ
ま
し
た
 ︵
K
ida et

al., Cerebral Cortex 2016︶ 。

さ
ら
に
運
動
野
Ｖ
層
に
は
、
錐

体
路
系
の
起
点
と
な
る
脊
髄
投

射
細
胞
と
錐
体
外
路
系
の
基
底

核
投
射
細
胞
が
存
在
し
ま
す
の

で
、
現
在
で
は
出
力
特
異
的
な

シ
ナ
プ
ス
可
塑
性
ま
で
明
ら
か

に
し
て
お
り
ま
す
。

形
態
的
に
は
T
hy1-Y
FPマ

ウ
ス
の
脳
硬
膜
上
に
直
径
４
㎜

の
ガ
ラ
ス
窓
を
作
り
、
多
光
子

顕
微
鏡
を
使
っ
て
生
体
内
を
観

察
し
て
お
り
ま
す
。
ス
パ
イ
ン

を
３
日
間
以
上
安
定
し
て
観
察

し
ま
す
と
、
個
々
の
ス
パ
イ
ン

体
積
や
変
化
は
多
様
で
す
が
、

運
動
学
習
は
不
安
定
な
ス
パ
イ

ン
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
30
分
以

内
に
ス
パ
イ
ン
体
積
を
急
性
的

に
増
加
さ
せ
、
２
週
間
以
上
維

持
さ
せ
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
パ
イ
ン
多
様
性
の
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
解
析
の
結
果
、
運

動
野
Ｖ
層
ニ
ュ
ー
ロ
ン
群
の
拡

大
情
報
量
も
推
計
で
き
ま
し
た

︵
K
ida et al., under revision

2022︶
。

海
馬
学
習
で
は
CA
1領
域
に

着
目
し
、
特
定
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
学
習
さ
せ
る
回
避
学
習
課
題

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
CA
1シ

ナ
プ
ス
の
強
化
と
学
習
成
立
の

因
果
関
係
は
着
任
前
に
明
ら
か

に
し
て
お
り
ま
し
た
が
 ︵
M
it-

sushim
a et al., PNA
S 2011︶ 、

興
奮
性
シ
ナ
プ
ス
だ
け
で
な
く

GA
BA
A
受
容
体
を
介
す
る
抑

制
性
シ
ナ
プ
ス
も
多
様
に
強
化

さ
れ
る
事
を
発
見
し
、
学
習
に

よ
る
シ
ナ
プ
ス
多
様
化
を
初
め

て
報
告
し
ま
し
た
 ︵M
itsushim
a

et 
al.,
N
ature 
Com
m
un

2013︶
。
ま
た
、
CA
1シ
ナ
プ

ス
の
多
様
化
を
も
た
ら
す

A
M
PA
受
容
体
GluA
1 sub-

unitの
リ
ン
酸
化
サ
イ
ト
を
精

査
し
︵
H
osokaw
a et al.,

N
euron 2015︶
、
シ
ナ
プ
ス

多
様
化
は
学
習
５
分
以
内
に
見

ら
れ
る
事
も
判
明
し
ま
し
た

︵
Sakim
oto et al.,FA
SEB J 

2019︶
。
さ
ら
に
こ
の
強
化

は
、
ポ
ス
ト
シ
ナ
プ
ス
に
お
け

る
A
M
PA
受
容
体
や
GA
BA
A

受
容
体
の
チ
ャ
ネ
ル
分
子
数
増

加
に
起
因
す
る
事
も
示
し
ま
し

た
︵
Sakim
oto et al., Cere--

bral Cortex 2019︶
。

海
馬
内
に
記
憶
情
報
が
符
号

化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
情
報
処
理
の
本

態
は
未
だ
不
明
で
す
。
そ
こ
で

動
物
に
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

経
験
さ
せ
、
経
験
前
後
の
CA
1

ニ
ュ
ー
ロ
ン
群
に
お
け
る
自
発

発
火
活
動
を
記
録
し
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
情
動
性
の
強
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
経
験
中
と
直
後
に
、

経
験
前
の
発
火
頻
度
の
+3SD

︵
標
準
誤
差
の
３
倍
︶
を
超
え

る
、
自
発
性
の
高
頻
度
発
火
活

動
 ︵super burst︶ を
捉
え
る
事

に
初
め
て
成
功
し
、
続
い
て
興

奮
と
抑
制
の
フ
ェ
ー
ズ
を
繰
り

返
し
な
が
ら
多
様
な
リ
ッ
プ
ル

発
火
が
何
百
何
千
と
発
生
す

る
、
情
報
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
が

見
え
て
き
ま
し
た
︵
Ishikaw
a

et al.,BioRxiv 2019︶
。
興
味

深
い
事
に
super burst群
や
リ

ッ
プ
ル
発
火
群
は
、
豊
か
な
多

様
性
を
持
ち
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

︵
bit︶
が
高
く
、
様
々
な
特

徴
分
布
が
直
近
に
経
験
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
特
異
的
で
あ
る
事

も
突
き
止
め
ま
し
た
。
進
歩
の

著
し
い
A
I技
術
を
活
用
し
理

学
部
情
報
科
学
の
西
井
先
生
、

国
際
総
合
科
学
部
の
村
井
先
生
、

工
学
部
の
陶
先
生
、
日
本
工
業

大
学
の
呉
本
先
生
、
香
川
大
学

の
藤
本
先
生
に
ご
協
力
を
仰
ぎ
、

学
部
や
大
学
を

超
え
た
共
同
研

究
が
実
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

教
育
面
で
は

平
成
28
年
か
ら

教
務
委
員
長
を

２
期
務
め
、
国

際
認
証
に
向
け

た
行
動
科
学
の

充
実
、
N
ative

英
語
教
員
に
よ

る
A
ll English

授
業
な
ど
を
実

現
し
て
参
り
ま

し
た
。
授
業
は

内
分
泌
系
や
神

経
系
の
講
義
と

実
習
を
担
当

し
、
生
命
医
科

学
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
と
い
う
active learning

形
式
の
授
業
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
３
年
の
自
己
開
発

コ
ー
ス
で
は
、
医
学
生
と
共
に

A
m
yloid
B1-42オ
リ
ゴ
マ
ー
の

様
々
な
新
規
有
害
作
用
を
抽
出

し
、
薬
物
を
使
っ
た
有
害
作
用

の
除
去
を
進
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
大
学
独
自
の

研
究
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
か

し
、
research m
ind育
成
に

力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
れ
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

︵
美
津
島
 
大
︶

教
室
紹
介

神
経
生
理
学
講
座

︵
生
理
学
第
二
︶

Cerebral Cortex

under revision

PN
A
S

N
ature Com

m
un

N
euron

FA
SEB J

Cereb
ebral Cortex

BioRxiv

β
1-42
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こ
の
度
は
霜
仁
会
会
報
に
病

院
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
霜
仁
会
の

先
生
方
に
は
、
い
つ
も
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
山
口
大
学
医
学
部
各
講
座
か

ら
多
く
の
医
師
派
遣
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

当
院
の
沿
革
は
、
昭
和
19
年

６
月
、
広
島
陸
軍
第
一
病
院
小

串
転
地
療
養
所
と
し
て
当
地
に

開
設
さ
れ
て
以
来
、
国
立
療
養

所
を
経
て
国
立
山
口
病
院
と
な

り
、
当
地
域
に
唯
一
の
総
合
病

院
と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
12
年
７
月
、
下

関
市
街
に
あ
る
国
立
下
関
病
院

と
の
統
合
が
決
ま
り
、
旧
国
立

山
口
病
院
が
豊
浦
町
に
経
営
委

譲
し
、
管
理
・
運
営
を
山
口
県

済
生
会
が
受
託
し
た
こ
と
で
、

山
口
県
済
生
会
豊
浦
町
立
病
院

と
し
て
開
設
し
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
。
平
成
17
年
４
月
に
は

１
市
４
町
の
広
域
合
併
に
伴
い

病
院
名
も
﹁
下
関
市
立
豊
浦
病

院
﹂
に
改
称
。
下
関
市
の
指
定

管
理
の
下
、
山
口
県
済
生
会
が

業
務
代
行
型
指
定
管
理
者
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
28
年
４
月
、

下
関
市
よ
り
譲
渡
を
受
け
指
定

管
理
か
ら
独
立
。
公
設
民
営
の

病
院
か
ら
、
済
生
会
独
自
の
運

営
組
織
と
な
る
に
伴
い
、
病
院

名
を
﹁
山
口
県
済
生
会
豊
浦
病

院
﹂
へ
改
称
、
同
時
に
上
領
頼

啓
前
院
長
か
ら
中
司
が
病
院
長

を
引
き
継
ぎ
、
現
在
７
年
目
に

な
り
ま
す
。

病
院
建
物
が
築
後
相
当
年
数

を
経
過
し
、
老
朽
化
・
狭
隘
化

が
著
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
下
関
市
と
譲
渡
前
か
ら
協

議
を
重
ね
、
新
病
院
建
設
を
決

定
し
、
平
成
28
年
６
月
に
建
設

工
事
に
着
手
し
平
成
30
年
４
月

新
病
院
建
物
竣
工
、
平
成
31
年

３
月
、
旧
病
院
を
取
り
壊
し
た

跡
地
に
駐
車
場
整
備
と
外
構
工

事
の
完
了
に
伴
い
同
年
４
月
に

は
、
大
学
、
医
師
会
、
行
政
を

含
む
多
数
の
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
新

築
落
成
祝
賀
会
を
挙
行
し
ま
し

た
。新

病
院
は
、
許
可
病
床
２
７

５
床
︵
う
ち
開
放
病
床
15
床
︶

の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
の
病
院
で

す
。
急
性
期
一
般
病
床
１
４
４

床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
45

床
、
療
養
病
床
86
床
か
ら
な
り

ま
す
。
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
や

サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
、
レ
ス
パ
イ

ト
入
院
と
い
っ
た
在
宅
復
帰
の

後
方
支
援
に
注
力
す
る
た
め
、

旧
病
院
で
は
31
床
だ
っ
た
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
を
新
病
院
で
は

45
床
へ
増
床
し
ま
し
た
。
病
診

連
携
と
在
宅
復
帰
を
ス
ム
ー
ス

に
進
め
る
た
め
PFM
︵
Pa-

tient Flow
 M
anagem
ent︶

と
い
う
部
署
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
標
榜
診
療
科
は
、
18
診
療

科
、
内
科
・
神
経
・
心
療
・
呼

吸
器
・
消
化
器
・
循
環
器
・
小

児
・
外
科
・
整
形
・
脳
外
・
皮

膚
・
泌
尿
器
・
産
婦
・
眼
・
耳

鼻
・
リ
ハ
・
放
射
線
・
麻
酔
か

ら
な
り
ま
す
。
嘱
託
を
含
む
常

勤
医
は
18
名
で
、
内
科
︵
一

般
、
循
環
器
、
消
化
器
︶
と
療

養
内
科
あ
わ
せ
て
８
名
、
泌
尿

器
科
４
名
、
外
科
、
整
形
、
脳

外
、
産
婦
、
小
児
、
麻
酔
が
各

１
名
ず
つ
で
、
一
人
科
が
多
い

病
院
で
す
。
不
足
し
た
機
能
を

山
口
大
学
か
ら
多
く
の
非
常
勤

医
師
を
派
遣
い
た
だ
き
補
っ
て

お
り
ま
す
。
救
急
告
知
病
院
と

し
て
、
３
６
５
日
１
次
・
２
次

救
急
を
受
け
入
れ
て
い
る
た

め
、
医
師
負
担
軽
減
の
た
め
日

当
直
の
約
半
分
は
山
大
医
師
の

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
院
は
、
山
口
大
学
協
力
型

臨
床
研
修
施
設
に
指
定
さ
れ
、

山
口
大
学
卒
後
専
門
研
修
に
お

い
て
は
、
外
科
、
産
婦
人
科
、

泌
尿
器
科
、
小
児
科
、
脳
神
経

外
科
等
で
研
修
施
設
に
登
録
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
初
期
臨
床
研

修
で
は
、
長
く
１
か
月
間
の
地

域
医
療
研
修
を
引
き
受
け
て
き

ま
し
た
が
、
２
０
０
床
以
上
の

病
院
が
対
象
外
に
な
っ
た
た
め

受
け
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
秋
に
、
山
口
県

修
学
資
金
貸
与
を
受
け
て
い
る

山
大
医
学
部
１
年
生
の
病
院
見

学
引
き
受
け
病
院
と
な
っ
た
た

め
、
地
域
医
療
の
魅
力
を
お
伝

え
し
よ
う
と
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

新
病
院
開
設
後
も
、
下
関
市

北
浦
地
区
の
中
核
病
院
と
し
て

地
域
医
療
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
へ
き
地
病
院
の
深
刻

な
課
題
で
あ
る
医
師
不
足
問
題

に
直
面
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
加
わ
り
、
経
営
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
令
和
２
年
に
は
経

営
改
善
提
案
を
元
に
、
院
内
初

の
試
み
と
な
る
T
Q
M
活
動
を

行
い
職
員
に
対
し
て
経
営
改
善

の
良
い
意
識
付
け
と
な
り
ま
し

た
。
質
の
高
い
医
療
の
提
供
と

医
師
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

て
、
来
年
度
か
ら
特
定
行
為
の

で
き
る
看
護
師
養
成
施
設
と
な

る
べ
く
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

当
院
の
特
色
と
し
て
、
病
院

に
隣
接
し
て
県
立
の
総
合
支
援

学
校
が
あ
り
、
県
内
の
障
害
を

抱
え
て
教
育
を
受
け
る
小
・

中
・
高
校
生
の
医
療
的
ケ
ア
を

当
院
が
担
い
、
病
気
の
増
悪
時

や
レ
ス
パ
イ
ト
の
入
院
も
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地

内
に
老
健
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
有
す
る
﹁
下
関
市
豊

浦
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
﹂
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
連
携
を
密
に

し
、
高
齢
化
が
著
し
い
当
地
域

に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
当
院
の

役
割
を
担
う
こ
と
で
、
地
域
住

民
や
地
域
の
診
療
所
か
ら
一
層

信
頼
さ
れ
る
医
療
機
関
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、 救
急
蘇
生
、

感
染
予
防
講
習
等
、
多
く
の
出

前
講
座
を
実
施
し
、
地
域
に
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

全
国
に
80
あ
る
済
生
会
病
院
の

一
つ
と
し
て
、
医
療
を
通
じ
て
、

生
き
生
き
の
び
の
び
と
し
た
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
く
と
い
う
理
念
を
実
践
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
ご
支

援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

病 院 紹 介

病院長

中
��

司
��

謙
��

二
�

先生

山口県済生会豊浦病院
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私
は
山
口
大
学
を
卒
業
後
、

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

初
期
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
も
と
も
と
内
科
志
望

で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
全
方
向

自
由
型
コ
ー
ス
で
研
修
を
開
始

し
、
山
口
大
学
医
学
部
附
属
病

院
だ
け
で
な
く
山
口
労
災
病

院
、
宇
部
興
産
中
央
病
院
で
も

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
学
病
院
で
し
か
み
ら
れ

な
い
重
症
疾
患
や
治
療
・
診
断

に
難
渋
す
る
よ
う
な
症
例
と
市

中
病
院
で
の
com
m
on disease

と
の
両
方
を
勉
強
す
る
こ
と
が

で
き
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
市
中
病
院
で
の
二

次
救
急
の
救
急
外
来
で
初
診
・

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
治
療
計
画
を

た
て
る
こ
と
は
最
初
の
こ
ろ
は

不
安
が
多
く
、
慣
れ
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

指
導
医
の
先
生
方
の
熱
心
な
指

導
に
よ
り
い
ろ
ん
な
経
験
が
で

き
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
初
期
研
修
を
始
め
た
時

に
は
進
路
を
決
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
大
学
病
院

で
脳
神
経
内
科
を
研
修
し
た
際

に
、
論
理
的
な
思
考
で
診
断
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
や
、
近
年
治

療
研
究
が
進
ん
で
い
る
神
経
難

病
を
診
療
す
る
こ
と
に
魅
力
を

感
じ
、
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
山
口
大
学
脳
神
経

内
科
で
診
療
助
教
と
し
て
診
療

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
山
口
県
の
医
療
に
貢
献

で
き
る
よ
う
研
鑚
を
つ
ん
で
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
労
災
病
院

https:// yam
aguchih.johas.

go.jp

宇
部
興
産
中
央
病
院

https://w
w
w
.ube-hp.or.jp

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

卒
後
臨
床
研
修
体
験
談

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 
脳
神
経
内
科

山�
�

本�
�

史�
�

佳�

私
は
令
和
２
年
に
山
口
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
済
生
会
下

関
総
合
病
院
︵
以
下
、
下
済
︶

で
２
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

日
々
の
研
修
は
驚
き
と
発
見

に
満
ち
て
い
て
、
軽
症
例
～
重

症
例
ま
で
多
く
の
症
例
を
経
験

す
る
中
で
、
迅
速
な
対
応
が
必

要
な
症
例
か
ど
う
か
の
判
断
力

や
直
感
力
が
肌
に
身
に
つ
き
ま

し
た
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、

疾
患
理
解
や
治
療
方
法
の
勉
強

も
非
常
に
重
要
で
す
が
、
実
際

に
問
診
・
診
察
す
る
中
で
得
ら

れ
る
経
験
が
、
研
修
医
時
代
に

最
も
身
に
つ
け
る
べ
き
素
因
の

一
つ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

下
済
は
研
修
医
の
人
数
こ
そ

多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
験
豊

富
で
優
し
い
指
導
医
の
指
導
を

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
手
技
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は

日
々
の
研
修
や
救
急
外
来
を
通

じ
て
、
血
液
ガ
ス
分
析
や
静
脈

路
確
保
、
血
液
培
養
な
ど
の
基

本
点
な
処
置
以
外
に
も
、
縫
合

を
含
む
簡
単
な
創
傷
処
置
、
ギ

プ
ス
固
定
、
胸
腔
穿
刺
、
胸
腔

ド
レ
ナ
ー
ジ
留
置
、
気
管
支
鏡

検
査
な
ど
の
手
技
も
指
導
医
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
で
数
多
く

経
験
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
は
初
期
研
修
時
代

の
呼
吸
器
内
科
の
指
導
医
の
お

か
げ
で
、
呼
吸
器
内
科
に
入
局

す
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

呼
吸
器
疾
患
は
腰
を
す
え
た
治

療
が
必
要
な
診
療
科
で
す
が
、

一
歩
ず
つ
Step upで
き
る
よ

う
に
日
々
研
鑽
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

済
生
会
下
関
総
合
病
院

https://w
w
w
.sim
o.

saiseikai.or.jp

前列向かって右が渡邉

初
期
臨
床
研
修
を
終
え
て

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

呼
吸
器
・
感
染
症
内
科
学
講
座

渡�
�

邉�
�

倫�
�

哉�

こ
の
度
６
月
25
日
、
26
日
に

常
磐
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ
れ

た
中
国
・
四
国
医
科
学
生
交
流

大
会
に
て
優
勝
し
た
こ
と
を
こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
ご
報

告
致
し
ま
す
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
制

限
の
あ
る
部
活
動
の
中
で
最
高

の
成
果
を
出
せ
た
こ
と
は
喜
び

に
堪
え
ま
せ
ん
。
本
大
会
で
は

優
勝
の
み
な
ら
ず
M
V
Pに
決

勝
で
の
PK
戦
で
見
事
に
ゴ
ー

ル
を
守
り
、
勝
利
に
貢
献
し
た

戸
坂
泰
平
君
を
は
じ
め
、
選
手

賞
に
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
で
も
あ

る
吉
行
謙
先
輩
や
村
田
滉
祐
君

が
選
ば
れ
る
な
ど
多
く
の
名
プ

レ
イ
ヤ
ー
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
第
７
波
の
影
響
に
よ
り
西
医

体
が
直
前
で
中
止
と
な
り
、
一

番
の
目
標
を
失
っ
て
し
ま
う
と

い
う
大
変
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
優
勝
を
期

に
次
の
幹
部
と
し
て
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
い
く
後
輩
た
ち
に

は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
来
年
こ
そ
は
コ
ロ

ナ
の
終
息
と
悲
願
の
西
医
体
で

の
優
勝
を
仲
間
と
共
に
目
指
し

て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま

せ
ん
。

サ
ッ
カ
ー
部

中
国
・
四
国
大
会
優
勝
報
告

医
学
科
 
四
年
 
西�

�

嶌�
�

俊�
�
�

佑�
�
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ま
た
本
大
会
は
約
20
年
ぶ
り

に
山
口
大
学
が
主
管
と
な
り
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
当
初
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
一
昨
年
前

か
ら
の
２
大
会
が
中
止
に
な
る

な
ど
、
一
時
は
本
年
の
大
会
も

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
春
先
の
感

染
者
数
の
減
少
や
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
伴
い
、
規
模
を
縮
小
し

た
上
で
感
染
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
に
よ
り
開
催
が
実
現
し
ま

し
た
。
大
会
が
無
事
盛
会
の
内

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

大
会
実
行
委
員
長
の
大
役
を
務

め
た
木
村
綾
佑
君
や
多
く
の
部

員
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
そ
し
て

親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
頂
い

た
大
学
の
関
係
者
の
皆
様
の
お

陰
で
あ
る
と
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
い
つ

も
サ
ッ
カ
ー
部
を
応
援
し
て
下

さ
る
顧
問
の
池
田
栄
二
先
生
、

後
援
会
会
長
の
徳
久
善
弘
先
生

を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
と

保
護
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
山

口
大
学
医
学
部
サ
ッ
カ
ー
部
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

レ
フ
ト
に
、
相
手
の
エ
ー
ス
の

ア
タ
ッ
ク
を
強
固
な
ブ
ロ
ッ
ク

で
防
い
だ
中
川
恭
輔
が
ベ
ス
ト

ラ
イ
ト
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

九
山
大
会
優
勝
の
勢
い
に
乗

っ
て
、
西
日
本
医
科
学
生
総
合

体
育
大
会
で
も
良
い
結
果
を
残

せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し

た
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
現
在
は
来
年
の
大
会
に
目

標
を
定
め
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム

の
大
黒
柱
で
あ
っ
た
６
年
生
が

引
退
さ
れ
た
穴
は
大
き
い
で
す

が
、 そ
の
穴
を
埋
め
て
来
年
の
九

山
も
優
勝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
部

長
の
長
谷
川
俊
史
先
生
、
O
B

会
会
長
の
小
田
裕
胤
先
生
は
じ

め
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
活

動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

O
Bの
先
生
方
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

中
で
伝
統
あ
る
山
口
大
学
医
学

祭
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
こ
と
の

責
任
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
実

行
委
員
長
と
い
う
大
役
に
任
命

し
て
頂
い
た
こ
と
を
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
。

医
学
祭
で
は
、
医
学
部
の
学

生
全
員
が
各
パ
ー
ト
に
所
属

し
、
医
学
祭
を
作
り
上
げ
て
参

り
ま
す
。
３
年
ぶ
り
の
開
催
で

医
学
祭
を
経
験
し
て
い
な
い
下

級
生
ば
か
り
で
す
が
、
各
々
が

医
学
祭
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

た
い
と
思
い
、
試
行
錯
誤
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
学
祭
が
必
ず

成
功
に
終
わ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
他
の
学
生
と
協

力
し
て
ひ
と
つ
の
も
の
を
作
り

上
げ
る
と
い
う
経
験
は
、
将
来

医
療
従
事
者
と
し
て
働
く
我
々

医
学
生
に
と
っ
て
、
大
変
有
意

義
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
地
域
の
方
々
、
山
口
大
学

職
員
の
方
々
の
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
、
医
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
企
画
・
運
営
し
て
参
り

ま
す
。
部
活
動
単
位
で
出
店
す

る
模
擬
店
や
ス
テ
ー
ジ
企
画
、

ビ
ン
ゴ
大
会
の
他
、
豪
華
な
ゲ

ス
ト
を
お
招
き
し
て
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ
や
お
笑
い
ラ
イ

ブ
な
ど
も
あ
り
、
毎
年
多
く
の

地
域
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
他
に
も
医
学
祭

と
い
う
名
前
の
通
り
、
エ
イ
ズ

カ
フ
ェ
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学

と
い
っ
た
、
学
生
に
よ
る
企
画

も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
皆

様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
中
止
が
続
い
た
２
年
間

と
い
う
期
間
は
、
私
た
ち
大
学

生
の
み
な
ら
ず
中
高
校
生
に
と

っ
て
も
修
学
旅
行
、
卒
業
式
な

ど
生
涯
の
思
い
出
に
残
る
イ
ベ

ン
ト
も
無
く
な
っ
た
と
耳
に
す

る
こ
と
も
多
く
、
学
生
に
と
っ

て
当
た
り
前
の
日
常
が
制
限
さ

れ
た
我
慢
の
時
期
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
様
な
中
で
開

催
さ
れ
る
本
医
学
祭
が
、
こ
れ

ま
で
開
催
を
切
望
し
て
き
た
学

生
、
O
Bの
先
生
方
に
と
っ
て

も
今
の
情
勢
が
好
転
し
て
い
く

と
い
う
様
な
希
望
を
与
え
ら
れ

る
医
学
祭
と
な
る
よ
う
一
生
懸

命
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
の
医
学
祭
は
﹁
医
家

団
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と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
山
口
大
学
医
学
部
を
ひ

と
つ
の
家
族
に
な
ぞ
ら
え
て
学

生
か
ら
卒
業
生
が
一
堂
に
集
う

機
会
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
他
、
医
学
会
な
ど
の
同
時

開
催
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
も

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
縦
の
つ
な

が
り
、
横
の
つ
な
が
り
、
そ
し

て
専
攻
を
超
え
た
医
療
の
輪
を

広
げ
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
決
定
し
ま
し
た
。

本
医
学
祭
で
は
感
染
対
策
に

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。
山
大
生

こ
の
度
６
月
25
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
、
九
州
・
山
口
医
科
学

生
体
育
大
会
で
山
口
大
学
医
学

部
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
優

勝
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

代
替
試
合
と
い
う
名
目
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に

参
加
で
き
た
医
科
学
生
大
会
で

優
勝
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
長
ら

く
大
会
が
行
わ
れ
ず
、
練
習
す

ら
で
き
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
常
に
大
会
を
意
識
し
ひ

た
む
き
に
部
活
に
取
り
組
ん
だ

成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大

会
を
意
識
し
た
練
習
を
多
く
取

り
入
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
大
会

で
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
１
セ
ッ

ト
も
相
手
に
と
ら
れ
る
こ
と
な

く
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個

人
の
プ
レ
ー
も
評
価
さ
れ
、
相

手
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
も
の
と
も
せ

ず
ア
タ
ッ
ク
を
決
め
続
け
た
佐

藤
聡
利
と
牛
場
大
祐
が
ベ
ス
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

九
州
・
山
口
大
会
優
勝
報
告

医
学
科
 
四
年
 
張�

�

本�
�

毅�
�
�

山
口
大
学
医
学
祭
は
本
年
度

で
77
回
目
を
迎
え
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
２
回
の
中
止
が
あ
っ
た
中
、

山
口
大
学
は
附
属
病
院
の
病
棟

を
新
し
く
開
設
し
、
最
新
の
機

械
も
導
入
す
る
な
ど
、
次
の
時

代
に
向
け
て
着
実
に
歩
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
歩
み
の

医
学
祭
に
向
け
て

医
学
科
 
四
年
 
泉�

�

本�
�

真�
�

志�



は
じ
め
ご
来
場
の
皆
様
に
は
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
も
実
り
あ
る
医

学
祭
と
な
る
よ
う
、
ご
来
場
さ

れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

ご
協
力
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
第
77
回

医
学
祭
は
、
過
年
度
よ
り
１
か

月
早
い
10
月
８
、
９
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
様
々
な

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
も
あ
る
と

は
思
わ
れ
ま
す
が
、
過
去
の
医

学
祭
同
様
に
笑
顔
の
絶
え
な
い

医
学
祭
に
な
る
よ
う
精
進
い
た

し
ま
す
。
本
年
度
も
山
口
大
学

医
学
祭
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

現
在
、
山
口
大
学
医
学
部
の

主
将
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
、
医
学
科
３
年
の

梶
川
 
佑
で
す
。

私
た
ち
は
現
在
、
選
手
が
６

年
生
３
名
、
５
年
生
６
名
、
４

年
生
８
名
、
３
年
生
６
名
、
２

年
生
16
名
、
１
年
生
13
名
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
５
年
生
１
名
、

４
年
生
１
名
、
３
年
生
２
名
、

２
年
生
１
名
、
１
年
生
３
名
の

計
60
人
と
い
う
大
所
帯
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

練
習
は
基
本
的
に
は
水
曜

日
、
土
曜
日
の
週
に
２
回
で
、

宇
部
市
の
恩
田
陸
上
競
技
場
も

し
く
は
山
口
市
の
維
新
公
園
補

助
陸
上
競
技
場
で
行
っ
て
い
ま

す
。
大
会
の
直
前
な
ど
は
練
習

を
月
曜
日
、
水
曜
日
、
土
曜
日

の
週
３
回
に
増
や
し
、
山
口
市

の
維
新
公
園
補
助
陸
上
競
技
場

で
の
練
習
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
練
習

内
容
は
、
怪
我
予
防
の
た
め
の

全
員
で
の
軽
い
ジ
ョ
グ
、
体
操

の
後
、
短
距
離
パ
ー
ト
・
長
距

離
パ
ー
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー

ト
に
分
か
れ
て
、
専
門
の
練
習

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
短
距
離

パ
ー
ト
・
長
距
離
パ
ー
ト
で
は

各
々
が
体
力
の
尽
く
す
限
り
自

分
を
追
い
込
み
、
フ
ィ
ー
ル
ド

パ
ー
ト
で
は
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て
黙
々
と
日
々
練
習
を
こ

な
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
習

中
に
先
輩
が
後
輩
へ
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
た
り
、
練
習
の
合
間

に
は
部
員
同
士
が
自
身
の
学
校

生
活
に
つ
い
て
語
り
合
う
な
ど

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
先
輩
と
後
輩

の
距
離
も
近
い
の
で
い
つ
も
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
充
実
し

た
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

練
習
以
外
の
活
動
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
近

年
は
思
う
よ
う
に
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
例
年
で

は
、
６
月
に
春
の
新
歓
コ
ン

パ
、
７
月
に
角
島
レ
ク
、
10
月

に
秋
の
新
歓
コ
ン
パ
、
12
月
に

忘
年
会
、
１
月
に
追
い
出
し
コ

ン
パ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
角
島

レ
ク
で
は
学
年
関
係
な
く
み
ん

な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
海
水
浴

を
楽
し
み
ま
す
。
新
歓
コ
ン
パ

や
追
い
出
し
コ
ン
パ
で
は
顧
問

の
先
生
を
始
め
、
多
く
の
O
B

の
先
生
方
に
来
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例

年
、
４
月
に
は
九
州
山
口
医
科

学
生
体
育
大
会
、
８
月
に
は
西

日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

な
ら
び
に
全
日
本
医
歯
薬
獣
医

大
学
対
抗
陸
上
選
手
権
大
会
、

11
月
に
は
下
関
海
峡
マ
ラ
ソ

ン
、
12
月
に
は
阿
知
須
駅
伝
、

２
月
に
は
宇
部
駅
伝
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
今

年
度
も
九
州
山
口
医
科
学
生
体

育
大
会
、
西
日
本
医
科
学
生
総

合
体
育
大
会
は
中
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
３
年
生
以
下

は
入
学
以
来
こ
の
２
つ
の
大
会

に
出
場
し
た
こ
と
が
な
く
、
今

年
度
も
中
止
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
し
ま
い
と
て
も
残
念
で
し

た
。
来
年
こ
そ
は
出
場
で
き
る

こ
と
を
信
じ
て
、
ま
た
そ
れ
以

外
の
大
会
は
開
催
さ
れ
る
と
信

じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
一

生
懸
命
練
習
を
続
け
、
O
B・

O
Gの
先
輩
方
に
良
い
報
告
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

つ
も
私
た
ち
の
こ
と
を
気
に
か

け
て
、
ご
指
導
、
ご
支
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
OB ・ OGの
先

生
方
に
は
部
員
一
同
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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米
国
で
は
住
宅
固
定
金
利
が

６
％
超
ま
で
上
昇
、
８
％
の
物

価
上
昇
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
い

ず
れ
日
本
に
も
や
っ
て
き
ま
す

が
、
今
の
日
本
に
イ
ン
フ
レ
率

に
応
じ
て
診
療
報
酬
を
上
げ
る

体
力
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

逆
境
を
切
り
抜
け
る
コ
ツ
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。︵

永
井
智
彦
︶

津
永
甲
次
先
生︵
昭
25
年
卒
︶

令
和
４
年
２
月
26
日
逝
去

橋
爪
 
章
先
生︵
昭
55
年
卒
︶

令
和
４
年
４
月
20
日
逝
去

小
川
 
博
先
生︵
昭
30
年
卒
︶

令
和
４
年
４
月
25
日
逝
去

馬
場
達
二
先
生︵
昭
38
年
卒
︶

令
和
４
年
５
月
１
日
逝
去

田
島
佐
一
郎
先
生︵
平
２
年
卒
︶

令
和
４
年
６
月
29
日
逝
去

宮
原
妙
子
先
生︵
昭
54
年
卒
︶

令
和
４
年
７
月
15
日
逝
去

下
野
勝
俊
先
生︵
昭
25
年
卒
︶

令
和
４
年
８
月
９
日
逝
去

林
田
重
昭
先
生︵
昭
45
年
卒
︶

令
和
４
年
８
月
９
日
逝
去

高
橋
陽
二
郎
先
生︵
昭
50
年
卒
︶

令
和
４
年
８
月
16
日
逝
去

小
川
 
温
先
生︵
昭
33
年
卒
︶

令
和
４
年
８
月
22
日
逝
去

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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